
東
海

ｏ
東
山
地
方
に
お
け
る
意
志

・
推
量
表
現
の
交
渉
と
分
化

彦

坂

佳

宣

要
旨当
該
地
方
に
は
意
志
の
助
動
詞
に
ム
ズ
出
自
の
い
わ
ゆ
る
ズ
形

式
、
推
量
に
は
そ
の
ズ
か
ら
派
生
し
た
ダ
ラ
（―
）ズ
、
そ
の
ズ
脱

の
ダ
ラ
（―
）
、
ま
た
元
来
が
推
量
か
ら
の
変
化
形
ラ

・
ズ
ラ
な
ど

多
彩
な
形
式
が
あ
る
。
約
五
〇
〇
地
点
の
通
信
調
査
デ
ー
タ
に
よ

り
、
こ
れ
ら
に
地
域
差
が
あ
り
、
特
に
東
山
地
方
の
複
数
形
式
に

用
法
差
の
あ
る
こ
と
、
そ
の
史
的
経
緯
は
中
世
末
以
降
の
中
央
語

で
あ
る
近
畿
方
言
が
順
次
伝
播
し
、
形
式
と
用
法
の
方
言
化
に
よ

り
こ
れ
が
成

っ
た
こ
と
を
考
察
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

一
東
海

・
東
山
地
方
　
意
志
　
推
量
　
分
布
　
用
法

差（注
）
カ
ッ
コ
に
入
れ
た

「起
き
よ
う
」
な
ど
は
そ
の
動
詞
の
活
用
形
の

類
、
カ
タ
カ
ナ
の
形
―
オ
キ
ヨ
ー
、
「起
き
ヨ
ウ
」
な
ど
は
具
体
形
を
指

す
。

東
海

・
東
山
地
方
に
お
け
る
意
志

・
推
量
表
現
の
交
渉
と
分
化

一
、
東
海

。
東
山
方
言
で
の
問
題

本
稿
は
東
海

・
東
山
地
方
の
意
志

・
推
量
表
現
を
や
や
詳
細
に
見
た
も
の

で
あ
る
。
先
に
彦
坂

（一８
じ

「
日
本
語
方
言
に
お
け
る
意
志

・
推
量
表
現

の
交
渉
と
分
化
」
を
出
し
た
、
そ
の
補
遺
の
位
置
に
あ
る
。
前
稿
は
、
「方

言
文
法
全
国
地
図
』
（国
立
国
語
研
究
所
編
、
以
下
Ｇ
Ａ
Ｊ
）
の
関
連
図
を

対
象
と
し
た
地
理
学
的
研
究
で
あ
っ
た
。
共
通
語
で
言
う
と
、
意
志

・
推
量

を
と
も
に
表
す
ウ
（
ヨ
ウ
）
か
ら
断
定
辞
を
先
だ
て
た
推
量
の
助
動
詞
ダ
ロ

ー
が
分
化
し
、
ウ
（
ヨ
ウ
）
は
主
と
し
て
意
志
用
法
、
ダ
ロ
ー
は
推
量
専
用

法
と
し
て
表
現
分
担
が
お
き
た
。
こ
こ
に
意
志
と
推
量
の

「交
渉
」
か
ら

「分
化
」
へ
の
面
が
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
原
口
裕

（も
ぶ
）
に
よ
り
近
世

中
期
以
降
と
さ
れ
、
彦
坂

（も
コ
）
も
同
意
見
で
あ
る
。　
一
方
、
各
地
の
方

言
に
目
を
や
れ
ば
、
別
の
形
式
や
異
な
る
経
緯
を
経
た
場
合
も
多
い
。
地
方

語
を
含
め
た
日
本
語
史
を
考
え
る
立
場
か
ら
、
こ
う
し
た
意
志
と
推
量
の
関

連
を
全
国
的
視
野
で
検
討
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一



本
稿
で
は
こ
の
点
を
、
新
た
に
東
海

・
東
山
地
方
の
通
信
調
査
デ
ー
タ
約

五
〇
〇
地
点
規
模
に
よ
り
、
既
存
の
Ｇ
Ａ
Ｊ
の
模
様
と
比
較
し
な
が
ら
検
討

す
る
。
こ
の
地
域
の
複
数
形
式
の
表
現
差
や
史
的
経
緯
は
前
稿
で
十
分
に
検

討
で
き
な
か
っ
た
。
加
え
て
、
日
本
語
史
上
の
当
該
地
域
の
特
色
に
も
言
及

す
る
。
以
下
、
慣
例
に
よ
り
長
野

・
山
梨

・
静
岡
の
各
県
を
あ
わ
せ
て
ナ
ヤ
シ
地

方
と
呼
ぶ
。
方
言
に
共
通
性
が
あ
る
点
か
ら
の
命
名
で
あ
る
。

二
、
当
該
地
域
の
史
的
特
性
の
概
要

前
稿
で
も
触
れ
た
が
、
ナ
ヤ
シ
地
方
は
長
く
中
央
語
で
あ

っ
た
近
畿
方
言

の
影
響
が
東
部

へ
と
及
ぶ
裾
野
の
地
域
で
あ
り
、
そ
の
北
部

・
東
部
か
ら

は
、
意
志

・
推
量
が
ベ
ー
、
否
定
表
現
は
助
動
詞
～
ナ
イ
な
ど
東
部
方
言
的

な
性
格
を
強
め
る
。
概
し
て
当
該
地
方
が
中
世
期
以
降
の
近
畿
方
言
の
強
い

影
響
下
に
あ
る
東
限
の
地
域
と
言
え
る
と
思
う
。
こ
の
西
部
方
言
が
及
ぶ
東

端
地
域
の
精
査
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

以
下
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
の
調
査
と
彦
坂
に
よ
る
デ
ー
タ
を
比
較
す
る
形
で
、
ま
ず

意
志
表
現
の
形
式
、
続
い
て
推
量
表
現
の
形
式
を
点
検
し
、
次
に
そ
の
特
色

を
さ
ぐ
る
こ
と
と
す
る
。

三
、
意
志
表
現
の
場
合

三
の
ｌ
　
Ｇ
Ａ
Ｊ
か
ら
　

」ヽ
の
調
査
は

一
九
七
〇
年
代
前
半
の
も
の
で
あ

二

る
。
晰
図

「起
き
よ
う
」
の
場
合
を
例
に
、
概
要
を
つ
か
ん
で
お
く
。
図
１

は
Ｇ
Ａ
Ｊ
の
公
開
デ
ー
タ
か
ら
概
略
図
を
私
に
整
理

・
作
成
し
た
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
北
海
道
と
沖
縄
は
し
ば
ら
く
省
い
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
概
要
と
し
て
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
。

ま
ず
、
（１
）
最
新
の
形
式
は
図
１
凡
例
、
Ａ
群
の
ウ
助
動
詞
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。　
一
段
活
用
の
場
合
は
こ
こ
か
ら
ヨ
ウ
が
分
化
し
、
地
図
で
は

「起
き
ヨ
ウ
」
が
、
近
畿
中
央
か
ら
西
は
瀬
戸
内
海
付
近
ま
で
、
東
は
岐
阜

県

・
北
陸
地
方
ま
で
、
ま
た
関
東
地
方
に
ま
ば
ら
に
、
そ
れ
が
新
潟
県
地
方

へ
と
連
続
し
て
い
る
。
そ
の
一
段
階
前
の
も
の
で
、
ヨ
ウ
分
化
の
直
前
の
形

が

「起
キ
ョ
（―
と

で
、
近
畿
地
方
の
外
郭
、
中
国
地
方
の
外
周
、
ま
た
北

陸
地
方
か
ら

一
部
は
新
潟
県
付
近
に
あ
る
。
両
形
式
は
同
心
円
状
の
分
布
を

な
し
、
中
央
の
ヨ
ウ
が
新
し
い
。
さ
ら
に
そ
の
前
段
階
の

「起
キ
ュ
ー
」
は

中
国
地
方
山
間
部
と
九
州
北
部

・
東
部
に
あ
る
。
こ
れ
は
近
畿
以
東
に
な
い

が
、
か
つ
て
の
存
在
が
想
定
さ
れ
、
以
上
あ
わ
せ
て
三
重
の
方
言
周
圏
論
的

分
布
を
な
す
。
史
的
に
は
中
央
で
の

「起
き
＋
ウ
（ム
）↓
起
キ
ュ
ー
↓
起
キ

ョ
ー
↓
起
き
ヨ
ウ
」
の
変
化
が
、
地
理
的
に
同
心
円
的
な
模
様
を
呈
し
て
分

布
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
ウ
に
よ
る
諸
形
式
の
も
う

一
段
階
古

い
も
の
が
Ｂ
群
類
で
、

（２
）
中
世
京
都
語
で
ウ
と
並
び
行
わ
れ
た
ウ
ズ
の
方
言
形

「起
き
（―
）ズ

（ス
）」
で
あ
り
、
ナ
ヤ
シ
地
方
を
中
心
に
分
布
す
る
。
土
佐
に
も
同
類
と
思

わ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
古
く
は
藤
原
与

一
（じ
む
）
な
ど
に
瀬
戸
内
海
島
嶼

・
隠
岐
地
方
に
あ
っ
た
報
告
が
あ
る
。
江
戸
語
で
は

『浮
世
風
呂
」
に
も
ウ

ズ
が
反
語
表
現
と
し
て
僅
か
に
あ
る
。
概
し
て

（１
）
の
諸
形
式
よ
り

一
段
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と
外
側
に
分
布
し
て
、
そ
の
位
置
か
ら
し
て
ウ
類
よ
り
古
い

こ
と
を
語
る
。
そ
し
て
、
今
は
当
該
地
方
を
除
き
、
新
形
式

に
淘
汰
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
関
東
地
方
以
北
の
太
平
洋
側

に
は
東
北
ま
で
、
Ｃ
群
と
し
た

（３
）
ベ
ー
類
が
広
く
あ

る
。
東
京
付
近
も
方
言
と
し
て
は
こ
の
形
式
が
な
お
強
い
。

こ
れ
は
古
典
語
ベ
シ
の
方
言
化
形
で
あ
る
。
こ
の
他
、
Ａ
群

下
部
に
置
い
た
、　
一　
含
こ

段
活
用
の
ラ
行
五
段
化
の
形
で

あ
る

（４
）
「起
き
ロ
ー
」
が
九
州
、
土
佐
、
紀
伊
半
島

・

東
海
地
方
の

一
部
、
新
潟
県
付
近
に
あ
り
、
こ
れ
は
国
語
史

に
は
ま
ず
無
く
、
近
代
以
降
の
方
言
的
地
域
で
の
新
動
向
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る

（小
林
隆

（８
８
）
「方
言
学

的
日
本
語
史
の
方
法
』
第
４
章
第
４
節
に
詳
し
く
、
彦
坂
の

前
稿
で
も
述
べ
た
）。

以
上
の
史
的
経
緯
は
、
ま
ず
右
の

（３
）
ベ
ー
類

（中
古

期
以
前
）
が
近
畿
中
央
か
ら
周
辺
に
伝
播
し
、
次
に

（２
）

の
ウ
ズ

（中
世
中
期
以
降
、
伝
播
は
ン
ズ
形
）
が
伝
播
、

（１
）
が
そ
の
あ
と
伝
播
し
、
西
部
日
本
に
は
速
や
か
に
、

東
部
に
は
緩
慢
に
方
言
化
を
果
た
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

問
題
と
す
る
当
該
地
方
は
、
す
る
と
ベ
ー
の
東
進
を
追
っ

て
ウ
ズ
が
伝
播
し
、
ベ
ー
に
阻
ま
れ
た
形
で
定
着
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
（１
）
ウ
は
国
語
史
で
は
古
代
語

の
初
期
か
ら
あ
る
が
、
こ
こ
で
最
新
と
す
る
点
は
、
ベ
シ

・

ウ
ズ
と
比
べ
て
一
般
的
な
意
志

・
推
量
を
表
す
点
で
伝
播
力

三



が
弱
く
、
ベ
シ

・
ウ
ズ
類
が
先
に
周
辺
に
伝
播
し
、
そ
の
後
、
中
央
語
史
で

結
局
は
ウ

（
ョ
ウ
）
だ
け
が
残
り
今
日
に
繋
が
る
こ
と
に
な

っ
た
時
点
で

（１
）
類
の
伝
播
が
進
ん
だ
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
中
国

・
九
州

地
方
で
は
な
お
ウ
か
ら
ヨ
ウ
が
分
化
す
る
以
前
の
段
階
で
あ
る
が
、
今
は
詳

述
し
な
い
。

五
段
活
用
類
の
場
合
に
も
ふ
れ
て
お
け
ば
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
聞
図

「書
こ
う
」
の

地
図
を
見
る
と
、
上
の

（１
）
は
ウ
形
式
、
（２
）
（３
）
は
ほ
ぼ
図
１
と
同

じ
で
あ
り
、
史
的
経
緯
も
右
に
準
じ
て
考
え
ら
れ
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
当
該
地
方
の
特
色
は
、
や
は
り
中
央
語
の
中
世
期
の
形

式
が
そ
の
東
部
の
ベ
ー
に
東
進
を
阻
ま
れ
て
こ
こ
に
滞
留
す
る
地
域
と
想
定

さ
れ
よ
う
。
そ
の
詳
細
は
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
の
２
　
彦
坂
の
調
査
か
ら
　
調
査
は
二
〇
〇

一
、
二
〇
〇
七
年
の
通
信
調

査
に
よ
り
、
〇
七
年
時
点
で
六
〇
才
以
上
、
外
住
歴
七
年
以
下
の
五
〇
〇
地

点
相
当
に
よ
る
デ
ー
タ
で
あ
る
。
回
収
率
は
質
問
紙
送
付
総
数
と
そ
の
回
収

数
の
単
純
計
算
で
三
二
パ
ー
セ
ン
ト
。
通
信
調
査
の
信
頼
度
は
低
い
が
、
大

量
調
査
の
利
点
も
あ
り
、
欠
を
補
う
た
め
複
数
調
査
文
を
比
較
す
る
用
意
な

ど
も
し
た
。
な
お
、
こ
の
調
査
で
は
岐
阜
県
飛
騨
地
方
の
調
査
は
初
め
か
ら

疎
ら
に
設
定
し
て
あ
る
。
予
想
語
形
を
提
示
し
そ
こ
か
ら
選
ん
で
も
ら
う
場

合
と
、
回
答
形
を
記
入
す
る
場
合
が
あ
り
、
後
者
で
は
回
答
数
が
減
っ
て
い

る
。
図
の

「
。
」
印
は
調
査
地
点
で
あ
り
な
が
ら
そ
う
し
た
無
回
答
の
箇
所

で
あ
る
。
詳
細
を
見
る
た
め
Ｇ
Ａ
Ｊ
図
と
異
な
る
記
号
に
し
た
。

ま
ず
、
三
の
１
で
当
該
地
方
の
特
色
と
見
ら
れ
た
、
「ズ
（ス
と

の
存
否

を
問
う
概
要
調
査

「ズ
（
ス
）
な
ど
を
使
用
す
る
か
？
」
の
結
果
を
図
２
で

図
２
　
ウ
ズ
類
と
そ
の
派
生
形

（質
問

「ズ
（
ス
）
な
ど
を
使
用
す
る
か
？
」
の
結
果
）

:豊 Q亀
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☆ オキズトオキザ~

オキースト

巌 オキート

☆  オキスト オキスカト

オキースト

0 オキット オキツカ
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デ
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図
３
　
「起
き
よ
う
と
し
た
ら
、
ま
だ
早
か
っ
た
」
の
回
答
か
ら

東
海

・
東
山
地
方
に
お
け
る
意
志

・
推
量
表
現
の
交
渉
と
分
化

見
る
。
☆
印
の
も
の
が

「使
う
」
の
回
答
で
あ
る

（他
の
記
号
は
後
述
）。

こ
の
記
号
に
注
目
す
る
と
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
の
調
査
よ
り
三
〇
年
以
上
遅
れ
る

が
、
ズ
類
の
良
く
似
た
分
布
が
現
れ
る
。
ま
た
、
調
査
地
点
の
多
い
こ
と
が

要
因
で
あ
ろ
う
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
で
は
分
布
が
ナ
ヤ
シ
地
方
に
主
で
あ

っ
た
も
の

が
、
図
２
で
は
西
部
の
飛
騨

・
濃
尾
地
方
に
も
現
れ
、
か
つ
て
こ
の
地
方
に

も
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
が
衰
退
気
味
で
あ
る
こ
と
も
分
か
る
。

こ
の
概
要
に
対
し
、
具
体
例
文
の
質
問
に
よ
る
、
図
３

「起
き
よ
う
と
し

た
ら
、
ま
だ
早
か
っ
た
」
の
場
合
も
見
よ
う
。
こ
こ
に
は
詳
細
な
具
体
形
が

現
れ
て
く
る
。

や
は
り
☆
印
の
ズ
は
図
の
西
部
地
域
に
残
存
し
、
中
部
以
東
の
地
域
で
は

な
お
盛
ん
で
あ
る
。
ま
た
、
か
な
り
の
地
方
で
★
印
の
よ
う
に
ズ
↓
ス
化
、

ま
た
○
印
の
よ
う
に
促
音
化
し
た
地
点
が
あ
る
。
こ
れ
は
後
続
形
式
が
力
、

卜
な
ど
の
音
環
境
に
よ
る
変
異
で
あ
ろ
う

（凡
例
に
～
卜
が
無
い
の
は
回
答

の
ま
ま
と
し
た
た
め
）
。
ナ
ヤ
シ
地
方
の
東
部
山
間
地
方
で
は
別
の
変
化
、

◇
◆
印
の
動
詞

「起
き
る
」
自
体
の
ラ
行
五
段
化
が
見
ら
れ
、
オ
キ
ラ
ズ

（
ス
）
・
オ
キ
ラ
ッ
カ
な
ど
の
形
式
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
Ｇ
Ａ
Ｊ
に
も
見
え

２一
。こ
の
ズ
に
対
し
、
そ
の
ズ
脱
と
考
え
ら
れ
る
※
印
の
オ
キ
ー
形
が
三
河
か

ら
遠
州
、
東
美
濃
付
近
に
あ
る
。
詳
し
く
見
る
と
、
周
囲
は
ズ
、
そ
れ
も
ズ

↓
ス
化
形
式
に
囲
ま
れ
て
い
て
、
こ
の
点
で

「ズ
↓
音
環
境
に
よ
る
ス
化
↓

や
が
て
脱
落
」
の
過
程
が
想
定
で
き
る
。
図
１
に
も
オ
キ
ー
と
あ
る
の
が
そ

れ
で
あ
る
が
、
こ
の
変
化
が
明
確
と
な
る
の
は
本
稿
の
よ
う
な
詳
細
な
調
査

に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

五



こ
れ
に
対
し
、
共
通
語

「起
き
ヨ
ウ
」
が
西
部
に
色
濃
く
、
ま
た
他
の
地

域
に
も
見
ら
れ
る
。
西
部
地
域
は
近
畿
か
ら
の
共
通
語
の
影
響
と
考
え
ら

れ
、
西
か
ら
ウ
ズ
類
を
塗
り
替
え
て
進
出
し
て
い
る
。
他
の
地
域
は
共
通
語

の
特
色
で
あ
る

「空
か
ら
バ
ラ
撒
く
よ
う
」
な
伝
播
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
た
だ
、
長
野
東
北
部
は
新
潟
県
の
ヨ
ウ
の
侵
入
が
考
え
ら
れ
る
。
他

に
、
国
語
史
で
ヨ
ウ
の
前
段
と
さ
れ
る
オ
キ
ョ
ー
は
ヨ
ウ
の
付
近
に
あ
り
、

こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
多
少
の
方
言
化
傾
向
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

と
言
う
の
は
、
当
該
地
域
は

「行
け
ば
」
が
イ
キ
ャ
ー
と
な
る
な
ど
、
付
属

辞
と
の
融
合
形
式
が
多
い
の
で
あ
る

（彦
坂

（８
８
と
。

な
お
、
意
志
形
そ
の
も
の
の
ラ
行
五
段
化
で
あ
る
オ
キ
ロ
ー
形
も
東
美

濃
、
伊
豆
半
島
に
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
は
意
志
形
そ
の
も
の
が
優
勢
な

ラ
行
五
段
動
詞
の
そ
れ
に
近
づ
い
た
結
果
で
あ
る
。
図
１
で
は
九
州

・
土
佐

・
新
潟
に
多
く
、
本
稿
の
地
域
で
は
知
多

・
木
曽
付
近
に
計
三
地
点
あ
る

が
、
本
図
で
は
さ
ら
に
広
く
見
え
る
。

ま
と
め
　
以
上
の
諸
図
の
比
較
か
ら
は
、
当
該
地
方
の
ズ

（ウ
ズ
）
が
な
お

活
躍
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
ズ
脱
形
も
あ
り
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
と
共
通
す
る
点
が
多

い
。
た
だ
彦
坂
の
デ
ー
タ
か
ら
は
、
ウ
ズ
の
残
存
地
域
、
ウ
ズ
の
ズ
脱
過

程
、
ラ
行
五
段
化
傾
向
な
ど
新
た
に
見
ら
れ
る
点
も
あ
っ
た
。

四
、
推
量
表
現
の
場
合

四
の
ｌ
　
Ｇ
Ａ
Ｊ
か
ら
　
こ
の
場
合
、
当
該
地
方
は
、
ウ
ズ
系
の
形
式
に
加

え
、
ラ
と
ズ
ラ
の
用
法
差
が
関
与
し
て
、
複
雑
な
模
様
が
あ
る
。
図
４
に
、

六

Ｇ
Ａ
Ｊ
の
２３７
図

「
た
ぶ
ん
行
く
だ
ろ
う
」
、
図
５
に
同
四
図

「役
場
に
行
く

の
だ
ろ
う
」
を
並
べ
て
示
し
た
。
提
示
は
紙
数
の
関
係
も
あ
り
、
主
と
し
て

当
該
地
方
に
限

っ
た
。
先
行
研
究
で
は
、　
一
般
に
ラ
は
標
準
語
の

「
だ
ろ

う
」
、
ズ
ラ
は

「
の
だ
ろ
う
」
相
当
と
さ
れ
て
い
る

（例
え
ば

『講
座

・
方

言
学
６
　
中
部
地
方
の
方
言
』
国
書
刊
行
会
な
ど
の
当
該
地
方
県
の
記
述
な

ど
）
。
こ
の
点
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

諸
形
式
の
特
色
　
当
該
地
方
の
形
式
は
、
凡
例
の
よ
う
に
四
群
に
分
け
ら
れ

る
。
第
１
は
新
し
く
近
畿
か
ら
意
志

・
推
量
と
も
に
表
し
た

「
Ａ
群
」
ウ
が

伝
播
し
、
こ
れ
に
断
定
辞
を
先
立
て
た
推
量
専
用
形
が
西
か
ら
ヤ
ロ
ー
、
ジ

ャ
ロ
ー
、
そ
し
て
東
部
で
は
ダ
ロ
ー
と
い
う
並
び
で
進
出
し
て
い
る
。
次
に

古
い
第
２
が
意
志

・
推
量
の

「
Ｂ
群
」
ウ
ズ
を
基
に
し
た
形
式
で

「
（ウ
ズ
）

↓
推
量
専
用
形
ダ
ラ
（―
）ズ
↓
そ
の
ズ
脱
形
ダ
ラ
（―
と

（断
定
辞
は
西
部

で
は
ヤ

・
ジ
ャ
も
あ
り
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
第
３
は
Ｄ
群

「元
来
推
量
群
」

の
古
典
語

「
ら
む
」
出
自
の
ラ
と
、
私
見
で
は
中
世
京
都
語

「む
ず
ら
む
」

由
来
と
見
る
ズ
ラ
で
あ
る
。
近
畿
か
ら
の
伝
播
と
方
言
化
の
時
期
は
、
中
世

国
語
史
の
模
様
か
ら
し
て
、
概
し
て
第
２
よ
り
早
い
も
の
か
と
思
う
。
そ
し

て
関
東
以
北
に
は
、
ウ
ズ
に
先
立
っ
て
東
国
へ
伝
播
し
た
第
４
の

「
Ｃ
群
」

ベ
ー
類
が
あ
る
。

ま
た
、
ラ
と
ズ
ラ
は
、
山
梨
県
で
は
図
４
の
ラ
対
図
５
の
ズ
ラ
の
用
法
差

が
顕
著
で
あ
る
が
、
長
野

・
静
岡
県
で
は
両
形
の
併
用
が
多
く
、
分
布
や
用

法
の
差
は
明
確
で
な
い
。
さ
ら
に
、
図
示
し
な
い
が
Ｇ
Ａ
Ｊ
知
図

「雨
だ
ろ

う
」
で
は
ナ
ヤ
シ
地
方
は
全
域
ズ
ラ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
両
形
の
違
い
に
関

す
る
研
究
が
多
か
っ
た
の
は
こ
の
複
雑
な
模
様
を
説
く
た
め
で
あ
っ
た
。
こ



図
４
　
「行
く
だ
ろ
う
」
部
分
図

図
５
　
「行
く
の
だ
ろ
う
」
部
分
図

東
海

・
東
山
地
方
に
お
け
る
意
志

・
推
量
表
現
の
交
渉
と
分
化

凡例

賄
・
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う
し
た
面
を
含
む
、
意
志
と
推
量
の
形
式
の
交
渉
と
分
化
の
面
は
ど
の
よ
う

で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

史
的
経
緯
　
こ
の
史
的
経
緯
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
第
２
の
ズ
（ウ
ズ
）

は
、
中
世
末
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の

一
つ
ロ
ド
リ
ゲ
ス

『日
本
大
文
典
』
會
一

省
堂
、
土
井
忠
生
訳
）
に

「
三
河
か
ら
日
本
の
涯
に
至
る
東
の
地
方
」
の
項

に
ン
ズ
、
ベ
ー
の
指
摘
が
あ
る
。
分
布
に
は
触
れ
な
い
が
、
今
日
か
ら
見
て

ベ
ー
よ
リ
ン
ズ
が
西
側
に
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ま
た
当
時
、
都

（京

都
）
で
は
ム
ズ
↓
ン
ズ
↓
ウ
ズ
の
第
三
段
階
で
あ
る
が
、
当
該
地
方
は
ま
だ

第
二
段
階
の
ン
ズ
形
で
あ

っ
た
。
推
量
表
現
は
、
こ
の
ン
ズ
か
ら
断
定
辞
を

先
だ
て
た
推
量
専
用
形
化
を
お
こ
し
、
断
定
辞
は
そ
の
地
域
の
形
式
に
よ
つ

て
西
か
ら
ヤ
／
ジ
ヤ
／
ダ
の
並
び
で
あ
り
、
こ
の
変
化
と
分
布
模
様
に
意
志

と
推
量
の
交
渉
か
ら
分
化
を
起
こ
し
た
過
程
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ダ
ラ

（―
）ズ
、
ダ
ラ
（―
）
は
こ
の
ン
ズ
（ウ
ズ
）
の
推
量
専
用
形
で
あ
り
、
先
の

図
２
で
の
分
布
が
ウ
ズ
と
良
く
重
な
っ
て
い
る
模
様
は
三
者
が
連
続
し
た
変

化
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

推
量
専
用
形
化
の
時
期
は
、
近
世
中
期
頃
以
降
と
考
え
ら
れ

（原
口
裕

（も
お
）
、
彦
坂

（
も
口
と
、
図
４

・
５
で
の
ウ
ズ
（
ン
ズ
）
の
推
量
専
用
形

の
発
達
は
こ
れ
以
後
の
こ
と
、
そ
の
ウ
ズ
の
ズ
脱
は
近
世
後
期
と
考
え
ら
れ

る

（彦
坂

（も
Ｂ
し
。
や
が
て
そ
こ
に
、
上
記
第
１
の
ウ
に
よ
る
推
量
専
用

形
が
近
畿
か
ら
侵
入
し
て
来
た
。
ま
ず
ジ
ャ
ロ
ー

（上
方
で
は
ジ
ャ
ア
ロ
ー

が
優
勢
で
あ
る
が
今
は
概
略
）
、
次
に
近
世
末
に
ヤ
ロ
ー
が
伝
播
し
た

（上

方
で
の
断
定
ジ
ャ
↓
ヤ
は
近
世
末
）。
す
な
わ
ち
当
該
地
域
で
は
、
ウ
ズ
と

ウ
が
あ
り
、
か
つ
そ
の
推
量
専
用
形
化
の
過
程
に
、
時
間
差
の
あ
る
重
層
模

八

様
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
が
登
場
す
る
以
前
は
、
全
域
が
図
２

・
３
の
ウ
ズ
に

よ
る
、
意
志
形
と
同
じ

「行
か
（―
）ズ
」
「起
き
（―
）ズ
」
形
式
で
あ

っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

第
３
の
類
は
元
来
、
推
量
用
法
で
あ
り
、
中
世
国
語
史
で
は
や
は
り
活
発

に
使
用
さ
れ
、
し
か
し
末
期
に
は
や
や
衰
退
し
つ
つ
あ
つ
た

（抄
物
、
キ
リ

シ
タ
ン
資
料
に
よ
る
）
。
こ
の
中
世
の
形
式
が
当
地
域
に
伝
播
し
、
方
言
化

し
た
の
が
ラ
と
ズ
ラ
と
考
え
る
。
こ
う
し
て
、
中
央
で
は
こ
れ
ら
は
中
世
末

に
は
衰
退
し
て
ジ
ャ
・
ヤ
に
よ
る
推
量
専
用
形
が
普
及
し
た
の
に
対
し
、
当

該
地
方
は
ウ
ズ
と
ウ
の
推
量
専
用
形
化
に
加
え
、
ラ

・
ズ
ラ
の
受
容
と
方
言

化
が
加
わ
り
、
多
く
の
複
数
形
式
を
抱
え
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
、
当
該
地
域
の
過
去
の
方
言
資
料
と
し
て
は
近
世
後
期
の
尾
張
の
も

の
が
あ
る
。
彦
坂

（も
Ｂ
）
で
述
べ
た
が
、
意
志

・
推
量
の
ウ
ズ
は
庶
民
に

頻
用
さ
れ
、
同
じ
く
ウ
は
遊
里
に
主
と
し
て
使
用
さ
れ
、
両
者
に
位
相
差
が

あ
り
、
ウ
ズ
は
古
く
ウ
が
新
し
い
関
係
に
あ
る
。
推
量
専
用
形
は
、
断
定
辞

が
デ
ャ
段
階
で
あ

っ
て
庶
民
は
デ
ャ
ラ
ー
ズ
、
遊
里
で
は
ジ
ャ
ラ
ー

・
ジ
ャ

ロ
ー
も
見
ら
れ
る
。
他
に
、
ラ
は
幾
ら
か
使
用
さ
れ
る
が
頻
度
は
低
い
、
ズ

ラ
は
今
の
と
こ
ろ
見
あ
た
ら
ず
、
し
か
し
ナ
ヤ
シ
地
方
の
当
時
の
文
献
に
は

散
見
さ
れ
る

（残
念
な
が
ら
用
法
を
問
う
だ
け
の
資
料
の
信
頼
性
は
な

い
）。
す
る
と
ラ

・
ズ
ラ
は
や
や
先
に
東
部
地
域
に
伝
播
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
あ
る
い
は
推
量
専
用
形
化
の
趨
勢
が
西
部
に
強
く
、
洵
汰
さ
れ
た
の

か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
以
上
の
よ
う
な
点
か
ら
、
当
該
地
方
の
諸
形
式
の

概
括
的
な
出
現
年
代
が
分
か
る
。

四
の
２
　
彦
坂
調
査
に
よ
る
ラ
と
ズ
ラ
の
表
現
差
　
し
か
し
、
ラ
と
ズ
ラ
の



関
係
は
複
雑
で
あ
る
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
両
者
に
は
表
現
差
が
あ
り
、
そ

の
た
め
共
存
す
る
形
で
こ
こ
に
保
有
さ
れ
た
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
「
雨
だ

ろ
う
」
な
ど
、
体
言
を
承
け
る
場
合
は
ま
た
別
の
用
法
と
表
現
性
の
模
様
が

あ
る
。
今
回
は
用
言
に
後
接
す
る
場
合
を
見
る
。
表
現
差
の
点
は
先
行
研
究

が
多
い
。
私
見
で
は
、
そ
の
表
現
差
は
次
の
よ
う
な
例
で
分
か
る
と
考
え

２つ
。ま
ず
、
基
本
的
に
、
（１
）
日
前
の
事
物

・
出
来
事
を
見
て
の
推
定
的
な

表
現
は
ラ
、
（２
）
事
物
や
現
象
の
背
後
に
あ
る
理
由
を
さ
ぐ
る
推
測
は
ズ

ラ
で
行
わ
れ
る
と
考
え
る
。

（１
）
の
例
は
、
図
６

「あ
ん
な
に
火
を
焚
け
ば
、
す
ぐ
煮
え
る
だ
ろ
う
」
、

図
７

「
そ
こ
に
置
い
た
、
あ
る
だ
ろ
う
」
の
目
視
な
い
し
経
験
的
事
実
に
も

と
づ
く
場
合
で
、
岐
阜

・
愛
知
県
東
部
か
ら
ナ
ヤ
シ
地
方
に
か
け
て
ラ
が
優

勢
に
出
る
の
が
そ
の
論
拠
で
あ
る

（回
答
記
入
式
の
た
め
回
答
数
は
五
〇
〇

よ
り
減

っ
て
い
る
。
図
６
の
ラ
と
ズ
ラ
の
回
答
は
約
馴
対
５０
、
図
７
は
約
１４０

対
４０
）
。

こ
れ
に
対
し
て
、
（２
）
は
、
背
後
に
あ
る
理
由
な
ど
の
推
量
で
、
図
８

「あ
の
人
は
遅
く
ま
で
寝
て
い
る
、
疲
れ
た
の
だ
ろ
う
」
で
、
同
じ
地
域
が

ズ
ラ
優
勢
と
な
る

（ズ
ラ
対
ラ
は
約
１１０
対
２０
）
。
図
示
し
な
い
が
、
背
後
の

理
由
を
問
う

「
な
ぜ
行
く
の
だ
ろ
う
」
で
も
同
じ
で
あ
る

（ズ
ラ
対
ラ
は
約

朋
対
１０
）。

こ
の
よ
う
な
表
現
差
が
あ
る
た
め
に
、
両
形
式
が
共
存
で
き
た
と
考
え

る
。
図
６

・
７
等
に
よ
れ
ば
、
こ
の
表
現
差
を
持
つ
の
は
岐
阜
県

・
愛
知
県

の
東
部
か
ら
ナ
ヤ
シ
地
方
の
中
央
部
以
南
の
地
域
で
あ
る
。
図
４

・
５
の
Ｇ

東
海

。
東
山
地
方
に
お
け
る
意
志

・
推
量
表
現
の
交
渉
と
分
化

図
６

「あ
ん
な
に
火
を
焚
け
ば
、
す
ぐ
煮
え
る
だ
ろ
う
」

九
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図
７

「そ
こ
に
置
い
た
、
あ
る
だ
ろ
？
」

図
８

「遅
く
ま
で
寝
て
い
る
、
疲
れ
た
の
だ
ろ
う
」
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Ａ
Ｊ
は
こ
の
点
の
差
違
が
明
確
で
な
い
傾
向
が
あ
る
。

そ
の
他
の
地
域
で
は
推
量
表
現
は
ほ
ぼ

一
形
式
に
依

っ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
濃
尾
で
は
ウ
に
よ
る
ヤ
ロ
ー
か
ジ
ャ
ロ
ー
類
、
東
美
濃

・
三
河
地
方
か
ら

遠
州
付
近
ま
で
は
ウ
ズ
の
ズ
脱
に
よ
っ
た
ジ
ャ
ラ
ー
か
ダ
ラ
ー
類
が
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
使
用
さ
れ
、
ナ
ヤ
シ
地
方
で
も
北
西
部
は
ズ
ラ
、
北
東
部
は
ダ

ラ
ズ
の
ほ
ぼ
単
独
形
式
で
あ
る
。
こ
れ
を
地
理
的
に
見
る
と
、
当
該
地
方
の

西
部
と
東
北
部
は
ウ

・
ウ
ズ
に
よ
る
推
量
専
用
形
、
そ
れ
に
挟
ま
れ
た
地
域

は
本
来
、
推
量
表
現
を
担
当
し
た
ラ
と
ズ
ラ
の
二
形
式
に
よ
る
体
系
と
な

２つ
。複
数
形
式
の
地
域
は
、
近
畿
か
ら
の
形
式
が
さ
ら
に
東
部
の
ベ
ー
に
東
進

を
阻
ま
れ
、
こ
こ
に
吹
き
溜
ま
り
的
に
重
な
っ
た
結
果
と
考
え
る
。
ま
た
、

こ
の
用
法
差
は
か
な
り
か
つ
て
の
近
畿
の
そ
れ
を
保
有
す
る
形
で
成

っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
の
つ
め
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

五
、
ま
と
め

全
体
と
し
て
は
、
ま
ず
、
意
志

・
推
量
と
も
に
ン
ズ
（ウ
ズ
）
が
こ
の
地

域
に
あ
っ
た
。
次
に
ウ
が
近
畿
か
ら
伝
播
し
て
、
か
ぶ
さ
っ
た
。
両
用
法
の

「交
渉
」
面
の
時
代
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

推
量
用
法
は
、
こ
の
時
間
差
の
あ
る
二
形
式
が
順
次
、
推
量
専
用
形
化
を

起
こ
し
、
複
雑
な
分
布
が
出
来
た
。
先
行
す
る
ウ
ズ
は
ダ
ラ
（―
）ズ
、
そ
の

ズ
脱
の
ダ
ラ
（―
）
を
生
み
、
西
部
で
は
断
定
辞
の
変
化
に
合
わ
せ
て
ヤ
、

ジ
ャ
に
よ
る
形
式
も
生
ん
だ
。
こ
れ
が
や
が
て
近
畿
か
ら
の
ウ
類
に
よ
る
ジ

東
海

・
東
山
地
方
に
お
け
る
意
志

・
推
量
表
現
の
交
渉
と
分
化

ャ
ロ
ー
、
ヤ
ロ
ー
類
に
押
さ
れ
始
め
た
。
な
お
、
東
北
部
の
ダ
ラ
ズ
は
旧
松

代
藩
域
と
の
指
摘
が
馬
瀬

（３
８
）
に
あ
り
、
こ
の
旧
藩
の
ま
と
ま
り
に
よ

っ
て
今
日
ま
で
存
続
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
同
じ
く
推
量
用
法
は
、
元
来
推
量
で
あ
る
ラ
ム
、
ま
た
ム
ズ
ラ
ム

も
近
畿
か
ら
伝
播
し
、
こ
の
地
域
に
ラ
、
ま
た
ズ
ラ
化
し
た
と
思
わ
れ
て
、

定
着
し
、
ナ
ヤ
シ
地
方
の
中
部
以
南
で
は
両
者
が
用
法
差
を
保
有
し
て
併
存

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
模
様
が
考
え
ら
れ
る
。

全
国
視
野
か
ら
の
評
価
　
全
国
的
な
視
野
で
は
、
こ
の
よ
う
な
当
該
地
方
の

模
様
は
か
な
り
特
異
な
地
域
と
な
る
。
ま
ず
、
今
日
、
ウ
ズ
と
こ
れ
を
基
に

し
た
ダ
ラ
（―
）ズ

。
ジ
ャ
ラ
（―
）ズ
は
他
の
地
域
に
無
い
。
西
日
本
に
残
存

す
る
意
志
ウ
ズ
の
報
告
は
あ

っ
た
が
、
基
本
的
に
西
日
本
で
は
新
形
式
に
淘

汰
さ
れ
、
恐
ら
く
ウ
ズ
の
推
量
専
用
形
化
は
あ
っ
て
も
形
式

・
期
間
と
も
に

僅
か
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
が
当
地
方
に
は
な
お
方
言
と
し
て
広
く
存
続

し
て
い
る
。
次
に
ラ

・
ズ
ラ
の
二
形
式
の
存
在
が
あ
る
。
「
ら
む
」
出
自
の

ロ
ー
形
は
九
州

（ド
形
化
）
、
土
佐
、
新
潟
県
以
北
に
あ
る
が
、
当
地
で
は

そ
れ
が
ラ
形
化
し
て
い
る
。
ラ
は
、
ロ
ー
形
式
の
地
方
が
ラ
ム
ー
ラ
ウ
か
ら

オ
段
長
音
の
開
合
を
経
て
ロ
ー
形
化
し
た
の
に
対
し

（島
根
県
の
ラ
も
詳
説

は
省
く
が
こ
の
組
）
、
当
地
方
は
ラ
ウ
か
ら
ウ
脱
を
起
こ
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
ズ
ラ
も
私
見
で
は

「む
ず
ら
む
」
か
ら
の
ウ
ズ
ラ
ウ
↓
ズ
ラ
ウ
↓
ズ
ラ

の
線
で

一
応
は
説
け
る
。
ズ
ラ
の
存
在
、
ま
た
こ
れ
と
ラ
と
が
共
存
し
て
い

る
地
域
は
他
に
な
い
。

以
上
の
模
様
は
日
本
語
史
に
お
け
る
当
該
地
方
の
特
徴
を
語
る
も
の
と
思

う
。
す
な
わ
ち
、
当
該
地
方
は
近
畿
か
ら
比
較
的
近
く
、
し
か
し
不
破
の
関

一
一



な
ど
も
あ
り
交
流
は
さ
し
て
円
滑
で
な
い
。
加
え
て
そ
の
東
側
に
は
異
質
な

東
部
方
言
が
控
え
て
い
る
。
近
畿
か
ら
の
諸
形
式
が
こ
こ
で
東
進
を
阻
ま

れ
、
し
か
し
消
滅
せ
ず
に
堆
積
し
た
形
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
近
畿
以
西
の
地
域
は
、
瀬
戸
内
海
の
交
通
が
あ
り
、
新
形
式
の
伝

播
が
極
め
て
早
く
、
速
や
か
に
ウ
に
よ
る
意
志
と
推
量
専
用
形
が
伝
播
し
、

「
ら
む
」
出
自
形
が
残
る
の
は
周
辺
地
域
に
過
ぎ
な
い
。
ズ
ラ
に
至
っ
て
は

ま
ず
見
ら
れ
な
い
。

以
上
の
説
明
は
憶
測
を
交
え
た
点
も
あ
る
が
、
当
該
地
方
は
、
地
理
的
に

は
西
部
方
言
か
ら
東
部
方
言
へ
と
連
続
す
る
手
前
の
地
域
で
あ
り
、
史
的
に

は
中
世
国
語
史
の
影
響
が
強
く
残
り
、
意
志
と
推
量
の
交
渉
と
分
化
の
過
程

を
含
む
特
異
形
が
複
数
保
有
さ
れ
る
こ
と
が
特
色
と
考
え
ら
れ
る
。
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